
教育目標『共に学び 心豊かに たくましく 生きる児童の育成』 

      かしこく やさしく たくましく 

      田代っ子 
人と人との「結びつき」を大切に 

 １０月３０日に避難訓練を行いました。地震後の火災を想定して、避難の方法や心構えについて訓練を 

しました。現在、地震や火災がいつどこで起こるか分からないという状況を考えると、常に危機意識はもっ 

ていなければいけません。行政等では、そのための準備や対応について進められていますが、学校としては、 

子供たちも「自分の命を守る」「みんなの命も守る」という意識を強くもたせることが必要だと思います。 

今回の訓練で大事にしたかったことは、「情報を聞き取る」ということ 

です。「どこで火事が起こったか？」「どこに逃げるか？」「どのように逃 

げるか？」これらは、まわりが騒がしい状況になっていたら、必要な情報 

は入ってきません。日頃から、「話を聞く」という習慣は是非身につけて 

ほしいものです。 

 さて、今回は地震や火事を想定しましたが、他にも大雨による水害や予 

期せぬ災害が起こる場合についてもご家庭の方での、非常時におけるルールや約束事について話し合われて

ください。 

 お子様はスマホをお持ちでしょうか？約束事はありますか？よく中学生や高校生のスマホに関するトラ 

ブルを耳にします。ネットの先にいる者に騙されたり、脅されたり、または、人をおとしめる言葉を交換 

したり・・・多くの危険が存在します。これらは、小学生でも十分起こりうることです。もちろん、スマホ 

使用の正しいルールを守り、適切に使いこなしていくことも大切なことと十分承知しておりますので、スマ 

ホをお子様に持たされている保護者の皆様は、保護者としてきちんと管理していただくようお願い申し上げ 

ます。 

 １１月３日（日）に鳥栖市役所において、鳥栖市青 

少年育成市民会議が行われました。今年の本会議で 

は、鳥栖市内の小学校から、代表１名が「作文発表」 

をすることになっていました。田代小学校からは、 

６年生の『       』が、代表として出場しま 

した。作文テーマは「田代小学校 開校１５０年目 

で思うこと」です。この作文の中で、昔の田代小学校と今の田代小の比較や地域の方々への感謝そしてこれ 

からの田代小学校のことについて発表することができました。少し緊張気味でスタートしましたが、最後ま 

で堂々とやりきることができました。 
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